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切
り
取
り
線

この部分を

切 り 取 っ て

ファイルにす

ると便利です

（版画　宗森英夫）
　

い
た
ち
川
の
ホ
タ
ル　

　
六
月
初
旬
か
ら
い
た
ち
川
の
水
辺
や
市
民
の
森
に
ホ
タ
ル
が

ポ
ー
ポ
ー
と
飛
び
か
い
、
わ
た
し
た
ち
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
毎
年
ホ
タ
ル
を
観
測
し
て
い
る
方
の
話

に
よ
り
ま
す
と
、
こ
こ
数
年
で
ホ
タ
ル
の
数
が
三
分
の
一
に
減

少
し
た
と
の
こ
と
。
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
で
ホ

タ
ル
の
見
物
人
は
う
な
ぎ
登
り
に
増
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
イ

ベ
ン
ト
会
場
の
よ
う
な
大
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ホ
タ
ル
は
環
境
に
過
敏
な
生
き
も
の
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

す
と
、
栄
区
の
ホ
タ
ル
は
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か

ら
も
、
お
友
だ
ち
や
知
り
合
い
の
方
に
次
の
よ
う
な
マ
ナ
ー
を

お
伝
え
い
た
だ
き
、
ホ
タ
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ

う
か
？
。

○
ホ
タ
ル
は
光
に
弱
い　
懐
中
電
灯
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
持
っ

　
て
こ
な
い
。
特
に
ケ
ー
タ
イ
で
の
撮
影
は
、
目
に
余
る
も
の

　
が
あ
り
ま
す
。

○
ホ
タ
ル
狩
り　
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
説
明
は
い
ら
な

　
い
で
す
よ
ね
。
見
物
人
は
ホ
タ
ル
の
数
の
何
十
倍
で
す
。

○
飲
み
物
の
ポ
イ
捨
て　
ド
リ
ン
ク
の
空
き
缶
、
ボ
ト
ル
は
、

　
虫
や
小
鳥
の
す
む
水
辺
環
境
を
よ
ご
し
ま
す
。

○
コ
ー
ス
か
ら
は
ず
れ
な
い　
コ
ー
ス
か
ら
一
歩
で
も
は
ず
れ

　
る
と
、
そ
こ
は
生
物
の
す
む
水
辺
で
す
。

○
路
上
駐
車
は
ダ
メ　
近
所
迷
惑
に
な
る
ば
か
り
か
救
急
活
動

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
バ
ス
で
き
て
家
族
そ
ろ
っ
て
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
（
み
っ
ち
ゃ
ん
）

（版画　宗森英夫） （いたち川橋）
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　笠間小学校がいたち川を「総合的な学習の時間」
の題材として取り上げて７年になります。いたち川
は、笠間小の子どもたちにとって、決して身近に感
じる川ではありません。しかし、毎年子どもたちが、
次の学年へとバトンをわたすようにしながら、いた
ち川にかかわり、いたち川を見つめてきています。
栄区のはずれで、大船に近い笠間小の子どもたちは、
いたち川を通して自然について学んでいるのです。
本年度は、３年生が「いろんな発見 ! いたち川」
をテーマに、生き物発見グループ・昔発見グループ・
川の様子グループに分かれて活動をしています。下
流の様子と稲荷森付近の中流の生き物の様子を観察
したり、水神様や石碑からどんな意味があるのか、
いたち川とのつながりは何なのかを調べたりしました。
秋には、調べたことをもとに、かさまフェスタで

「いたち川の音楽劇」を発表しました。子どもたちは、
洪水があったことや昔はたくさん生き物がいたこと
などを劇にしたのです。自分で台詞を考え、いたち
川のことについて書いている本で調べ、場面に合う
音を作り、みんなでを力を合わせて劇をつくり上げ
ていきました。見せたい・聞かせたい思いで子ども
たちは劇を発表し、地域や保護者の方々に大きな拍
手をいただきました。
子どもたちがなにげなく眺めていた「いたち川」
も学習が進むにつれ、新たな発見・驚きが出てきま
した。今、子どもたちはどんな人がいたち川とかか
わっているのだろうかということに目を向け、次の
学習にとりかかっています。
「いたち川」を見つめることで、子どもたちが自然
の大切さや人々の思いに気づき、さらに笠間のまち
を好きになることができたらと願っています。
　　　　　　　（笠間小学校教諭　　塩屋　俊春）　

　尾月橋周辺に「川と森をつなぐ新たな散策コー
ス」が誕生した。環状４号線を公田から中野町を
過ぎると右手にお椀を伏せたような上郷市民の森
が見える。
　この森といたち川との間に５０株ほどの小さな
梅林がある。川沿いを散策するウォーカーも見過
ごしてしまうようなひっそりとした場所で、手入
れも充分でなく、主要道路側からは入れないとい
う事情もあり、せいぜい地元のファンが森の深い
緑を背景にした可憐な梅の花を楽しんでいた。と
ころが昨年より工事が始まり梅林も整備され、４
月１日環状４号線と梅林をつなぐ新しい橋（石原
橋）が開通した。
　これまで尾月橋で引き返していたウォーカーが
梅林まで足を延ばすことが期待できる。さらに梅
林を抜け、尾月住宅の登り口から市民の森へ向か
うアプローチも簡単になった。市民の森では名札
の付いている樹木や野草を学びながら、富士山が
一望できる清兵衛広場の展望台で一息いれ、竹林
を横目に森を下ると反対側の紅葉橋出口だ。
　先日、森でのボランティア作業を終えて改修さ
れた川沿いの梅林を訪ねてみた。いたち川からの
風が汗ばんだ身体に心地よい。ヒトの気持ちとは
おかしなものだとつくづく思う。どうしようもな
く些細な日常に左右される一方で、風の感触や春
の息吹で、こんなにも贅沢な気分になれるのだか
ら・・・・。カワセミとキンケイギク畑で知られ
る尾月橋周辺に、いま熱い視線が注がれている。
　　　　　　（上郷森の会会員　　柴田　猛）　

いたち川をみつめて 新しい橋が新しい風をはこぶ



　
春
と
共
に
い
た
ち
川
周
辺
に
も
様
々
な
植
物
が
芽
吹
き
、
花

も
次
々
に
咲
き
始
め
ま
す
が
、
中
で
も
、
か
な
り
目
立
つ
の
が

シ
ョ
カ
ッ
サ
イ
で
す
。

ア
ブ
ラ
ナ
科
の
植
物
で
、
中
国
原
産
の
外
来
種
で
す
が
、

野
生
化
し
て
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
別
名
ハ
ナ
ダ
イ
コ

ン
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
正
式
の
和
名
は
オ
オ
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
で

す
。

　
茎
は
直
立
し
、
一
○
〜
五
○
セ
ン
チ
に
な
り
、
径
二
〜
五
セ

ン
チ
の
紅
紫
色
ま
た
は
淡
紫
色
の
大
き
な
十
字
状
花
を
三
〜
五

月
に
開
花
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
も
り
）

　
夜
の
い
た
ち
川･･

な
ど
と
書
く
と
演
歌
の
題
名
の
よ
う

で
お
か
し
い
の
だ
が
、
日
中
に
は
カ
ワ
セ
ミ
が
飛
び
、
水

鳥
や
鯉
が
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
る
川
が
、
夜
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
表
情
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
？
と
興
味
を
も
っ
た
。

　
川
沿
い
の
道
に
、
栄
区
自
慢
の
ソ
ー
ラ
ー
省
エ
ネ
照
明

灯
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
暗
く
な
れ
ば
自
動
点
灯
す
る
。

一
般
街
灯
よ
り
も
背
が
低
く
、
配
置
間
隔
も
適
当
な
白
色

LED

の
光
が
路
面
を
効
率
よ
く
照
ら
し
て
い
る
。そ
こ
で
、

少
し
川
縁
を
歩
い
て
み
る
と
・
・

　
犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
る
人
が
い
る
。
暗
く
て
そ
の
表
情

は
見
え
な
い
が
、
信
頼
の
リ
ー
ド
で
結
ば
れ
た
人
と
犬
は

幸
せ
な
顔
つ
き
を
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
向
う
か
ら
く
る
ラ
ン
ナ
ー
は
、
健
康
増
進
の
た
め
に
仕

事
を
終
え
た
身
体
に
鞭
打
っ
て
走
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

つ
む
じ
風
の
よ
う
に
走
り
ぬ
け
て
行
っ
た
。

　

無
灯
火
の
自
転
車
乗
り
が
来
た
。
危
な
い
じ
ゃ
な
い

か
！
ラ
イ
ト
を
点
け
ろ
！･･

と
声
を
挙
げ
そ
う
に
な
る

が
、
相
手
は
こ
ん
な
時
刻
に
邪
魔
な
歩
行
者
は
居
な
い
と

決
め
込
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
夜
に
な
れ
ば
、
草
木
は
光
合
成
の
役
務
を
終
え
て
、
穏

や
か
に
ひ
っ
そ
り
と
安
ら
ぎ
の
時
を
迎
え
、
鳥
た
ち
は
ね

ぐ
ら
に
帰
っ
て
一
日
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
る
。夜
の
川
は
、

静
か
に
自
然
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
？
静
か
に
し
て
い
る

の
は
紛
れ
も
無
い
が
死
ん
だ
よ
う
に
休
ん
で
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
気
も
し
て
く
る
。

夜
は
「
川
が
再
生
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
時
」
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
思
い
が
湧
い
て
く
る
。

日
中
は
、
注
入
す
る
色
々
な
雑
排
水
や
様
々
な
廃
棄
物
に

よ
っ
て
汚
さ
れ
た
川
が
、
夜
は
源
流
か
ら
滴
り
く
る
清
ら

か
な
水
や
湧
き
出
る
地
下
水
や
、
微
生
物
に
よ
る
分
解
作

用
な
ど
に
よ
っ
て
、
川
本
来
の
姿
に
立
ち
帰
る
時
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
？
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
正
に

静
か
な
る
活
動
の
時
間
で
あ
っ
て
安
穏
に
休
ん
で
い
る
時

間
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
訳
な
の
だ
が
・
・

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
内
に
夜
が
明
け
て
し
ま
え

ば
、
い
た
ち
川
は
川
面
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
、
若
々
し

い
水
音
を
響
か
せ
な
が
ら
我
々
生
物
た
ち
を
迎
え
て
く
れ

て
い
る
で
は
な
い
か
。
あ
り
が
と
う
！　
（
ピ
ン
テ
ー
ル
）

夜
の
い
た
ち
川

リ
レ
ー
ト
ー
ク
29

い
た
ち
川
で
見
ら
れ
る
植
物

8

ショカッサイ

総合的な学習での取り組み

　総合的な学習の時間に、地球を取り巻く環境問題について学習し、子ど
もたち一人ひとりが課題をもち、取り組んできた。大切なことは、自分た
ちにできることは何か、身近なことから実際に取り組むこと、名づけて「ア
ースサポーター・地球を守ろうプロジェクト」が立ち上がった。
　地球温暖化の仕組みや原因、水や大気の汚れ、酸性雨などの問題、省エ
ネとは？、リサイクルの仕組みや必要性、環境にやさしい料理エコクッキ
ングの実習・・・そしてまとめの学習として自分たちの生活排水が流れ込
むいたち川の水質調査および生態観察に出かけた。

いたち川探検

　いたち川が流れ込む柏尾川から、いたち川下流、中流へと水質調査をし
ながら歩いた。ガイドをしてくださったのはいたち川を整備された元栄土
木事務所の和久井さん、そして学習のお手伝いをしてくださっている東京
ガスの方々。いたち川沿いには、歴史を身近に感じることのできる史跡が
数多く残されている。かつては「いでたち川」だった、という川の名前の
由来に始まり、ポイント、ポイントに残されている史跡の説明に子どもた
ちは興味をもって話に聞き入っていた。かつては湿原だった新橋付近にま
つられた水神様から、道標を通って海里橋へ。警察学校付近には下水処理
場で処理された生活排水が、いたち川に流される様子を見ることができる。
川は汚れているのだろうか。しかしその直後に本郷中付近で鮮やかな瑠璃
色をしたカワセミ発見！この時季のカワセミの色が一番美しいらしい。城
山橋を過ぎるとカモメの大群。カモメは海鳥では？、この時季いたち川に
現れてしばらくするとぱったり姿を消すのだとか。

夢物語を感じて・・・

区役所に向かう川の中に石でできた 3匹のいたちの親子を見付けた。川

の中の石、一つ一つには川を守るために意味があると
説明を受けた。水の流れを変えるのに必要だそうだ。
そのための石をいたちにしてしまうところにロマンを
感じる。そのロマンは区役所裏の大いたち橋・子いた
ち橋へと続く。橋に化けたいたちの伝説。果物を囲ん
での晩餐会を思わせる動物たちの足跡のストーリーに、
子どもたちは目を輝かせていた。将来子どもたちが社
会に出て仕事をするときに、この素敵な夢物語を忘れ
ずにいてほしいと思う。川原で見付けたオナモミを体にいっぱいくっつけ
て自然の楽しさを存分に味わった。

生態観察と矢沢堀小川アメニティー散策

六反町公園では胴長をはいて川に入り、生態観察をした。1月で水温も
低く、生き物がいるとは思えなかったが、石の裏にはミズムシ、カゲロウ
の幼虫、ヘビトンボの幼虫、テナガエビ、マハゼ、クロメダカなどさまざ
まな生物を観察することができた。初めて見る生き物たちに驚きを感じな
がら、興味深く図鑑でその名前を調べていた。
矢沢掘小川アメニティーでは群生しているクレソンを試食して大喜び。

その後も食べられる葉が意外と多いことを教わり、また一つ散策する喜び
を見付けたようだ。中にはムラサキケマンのように全草猛毒のものがある
から注意しなければならないことも知り、自然と付き合っていくには知識
も必要だということを学んだ。

環境問題についての学習のまとめとしていたち川を歩いたが、地域を流
れる川が身近な存在になった。自然に触れながらその楽しさやおもしろさ、
不思議さを生活の中で体験することが、自分たちの環境を守ろうという気
持ちを育てることにつながるのではないか・・・いたち川を探検しながら
思った。

子どもたちの作文より

・ いたち川の水はきれいに見えても、下流は違いました。そのわけは私
たちの生活排水などのせいでした。人間が汚してしまった川は、人間
がもどすべきだと思います。

・ ホタルがカワニナを食べる。カワニナはクレソンを食べる。食物連
鎖の法則が自分たちの生活に関係しているということが分かったこと
が、一番の発見でした。

・ 植物に興味をもちました。ユキノシタという植物は昔の人が薬がわり
にしていたそうです。全草猛毒の植物が身近に生えていることも知り
ました。

・ いたち川ではいろいろなことを大切にしていました。たとえば魚道で
は毛布･コンクリート･毛布と重ねて、魚が川を上りやすくしていまし
た。

・ いろいろな生物がいてちょっとびっくりしました。いたち川でいろい
ろな発見をしたので、夏にも川に行ってもっといろいろな生物の観察
をしたいです。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　（飯島小学校教諭　　山浦　美登里）

アースサポーター・地球を守ろうプロジェクト
～ファイナルステージ・いたち川探検隊～　　　　飯島小学校


